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今回のセンター試験の第 7問「天然高分子化合物」の問 1は、グリシン 3分子からなる鎖状の

トリペプチド中の窒素の質量パーセントを求める計算問題であった。この設問は、グリシンどう

しで脱水縮合が起こるために水分子が合計で 2分子とれることに気がつけたかどうかで差がつ

いたと考えられる。 

第 3回ベネッセ・駿台マーク模試の第 6問問 3でも、鎖状のトリペプチド中の窒素の質量パー

セントを求める問題を出題しており、同様にアミノ酸の結合の仕方について正確な理解が求めら

れた。この設問の正答率は、34.4%で、偏差値 70～65で 75.9%、偏差値 65～60で 53.6%、 偏差

値 60～55で 37.3%、偏差値 55～50で 26.2%、偏差値 50～45で 20.6%と、偏差値 60を境に正答

率に大きく差がついた。 

「高分子化合物」は覚えることが多いため、知識を定着させるための学習時間を十分に確保す

ることが難しいかもしれないが、まずは基本的なポイントをおさえておきたい。ペプチドに関す

る問題では、ペプチドの組成や構造異性体の数などが問われることがある。そのため、教科書や

模試などの類題に取り組み、ペプチドの構造について、理解を深めておきたい。 

 


